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1984, Toshio Senoh leg.; 1♂1♀, ditto, 1. VII. 1984, 
Shusei Saito leg.（筆者保管）.

分布：日本（対馬）；東ロシア（東シベリア，極
東ロシア），中国東部，モンゴル，大韓民国．
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【短報】滋賀県におけるヒメコガシラミズムシの採
集記録

滋賀県におけるヒメコガシラミズムシ Haliplus 
ovalis Sharp, 1884 のこれまでの記録は，クロホシコ
ガシラミズムシ H. basinotatus Zimmermann, 1924 の誤
同定であったと判明している（村上・中西 , 2016）．
筆者は，滋賀県南部において真のヒメコガシラミズ
ムシを採集したの
で報告する．これ
により滋賀県に産
するヒメコガシラ
ミズムシ属は 5 種
となった．

7exs.，滋賀県大
津 市，19-IX-2016，
村上大介採集・保
管（図 1）．

採集地は，低山
地と住宅地に挟ま
れ た 溜 池 で あ る．
水域内の植生は乏
しく，堤体はコン
クリートで護岸されている．一部の岸辺に浅場が
あり，そこでヒメコガシラミズムシを 20 個体ほど
確認した．この浅場では水中にニッポンイヌノヒ
ゲ Eriocaulon hondoense が繁茂しており，ヒメコガ
シラミズムシ属の幼虫の食草とされるシャジクモ
科 Characeae もわずかに生育していた．なお，アメ
リカザリガニ Procambarus clarkii を複数個体確認し
ており，水生昆虫への悪影響が懸念される．

この溜池は滋賀県で唯一知られるキイロコガシ
ラミズムシ H. eximius Clark, 1863 の生息地であるが

（村上・中西 , 2016），今回キイロコガシラミズムシ
は数個体しか確認できなかった．ヒメコガシラミ
ズムシ，キイロコガシラミズムシともに今後の生
息状況の変化に注意したい．また，周辺地域にお
ける両種の分布状況の把握が望まれる．

図1．滋賀県産ヒメコガシラミズ
ムシ．

株式会社ラーゴの平野達好氏に採集地に生育し
ていた水生植物を同定して頂いた．文末であるが
御礼申し上げる．
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【短報】クシヒゲクロツツコメツキの雄の記録
日 本 に お け る ク シ ヒ ゲ ク ロ ツ ツ コ メ ツ キ

Cussolenis mutabilis (Bonvouloir, 1875) の記録は，中
根 (1978), と鈴木 (2016) の 2 例があるが，いずれ
も雌で，国内からの雄の記録はなかった．筆者は，
大桃定洋博士からいただいたコメツキムシ類の標
本の中に，本種の雄個体を見いだすことができた
ので，ここに記録しておきたい．

本報告をするにあたり，貴重な標本をご提供い
ただいた，大桃定洋博士，採集された高橋敬一博
士に厚くお礼申し上げる．

1♂,  沖縄県石垣島 , 6-7. VIII. 1998, K. Takahashi 
leg.

雄は雌に酷似するが，触角第 4 節～ 10 節の分枝
はより細長く，第 4 節の幹部と分枝を合わせた長
さは，第 2 節と 3 節の合計の 2.4 倍（雌は 1.7 倍）
であること（Fig. 1 参照 )，前胸背板基部中央部は

Fig. 1. Right antenna of Cussolenis mutabilis (Bonvouloir) from 
Ishigaki-jima Island, souhwest Japan, ♂．Scale: 0.5mm.


